


大本いろは

　

霊
山
・
弥
仙
山　

　

綾
部
盆
地
の
東
北
、
綾
部
市
と
舞
鶴
市

と
の
境
に
位
置
す
る
弥
仙
山
は
、
綾
部
・

梅
松
苑
か
ら
約
20
㌔
、
綾
部
市
於お

よ

ぎ
与
岐
町

に
あ
る
標
高
６
６
４
㍍
の
霊
峰
で
す
。
高

く
そ
び
え
る
三
角
錐す

い

の
秀
麗
な
山
容
は
、

〝
丹
波
富
士
〞
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
、
修し

ゅ

験げ
ん

道ど
う

の
修
行
の
場
と
し
て

奈
良
時
代
に
開
山
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
ま
で
は

女
人
禁
制
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

山
頂
の
金き

ん

峰ぷ

山せ
ん

神
社
に
は
木こ
の
は
な花
咲さ
く

耶や

姫ひ
め
の
み
こ
と
命
が
、
ま
た
、
中
腹
に
あ
る
於お

成な
り

神
社

に
は
彦ひ

こ

火ほ

ほ々
出で

見み
の

命み
こ
と、
そ
し
て
山
麓
の

三
十
八
社
に
は
水み

く
ま
り分
の
神
が
祭
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
神
々
は
子
授
け
や
子
を

守
り
育
て
る
神
と
し
て
住
民
か
ら
親
し
ま

れ
る
な
ど
、
弥
仙
山
は
古
く
よ
り
人
々
か

ら
崇
敬
さ
れ
る
神
山
で
し
た
。　

　

弥
仙
山
と
大
本　

　

明
治
34
年
旧
９
月
８
日
、
大
本
の
開
祖
・

出
口
な
お
は
、
64
歳
と
い
う
身
で
あ
り
な

が
ら
た
だ
一
人
、
神
命
の
ま
に
ま
に
於
成

神
社
へ
１
週
間
こ
も
り
、
滝
で
の
水
行
を
は

じ
め
、
お
筆
先
（
大
本
い
ろ
は
№
20
参
照
）

を
書
き
続
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
岩
戸
ご
も

り
」
と
い
い
、
大
本
の
歴
史
上
、
大
変
重
要

な
神
事
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
「
岩
戸
ご
も
り
」
の
２
年
後
、
明
治

36
年
旧
４
月
28
日
、
今
度
は
開
祖
、
出
口
王

仁
三
郎
聖
師
、
出
口
す
み
こ
二
代
教
主
、
そ

し
て
聖
師
と
す
み
こ
の
間
に
誕
生
し
た
ば
か

り
の
出
口
直
日
三
代
教
主
が
、神
命
に
よ
り
、

そ
ろ
っ
て
こ
の
弥
仙
山
に
参
拝
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
「
岩
戸
開
き
」
と
い
い
ま
す
。

　

先
の
「
岩
戸
ご
も
り
」
以
降
、
暗
や
み

の
世
に
な
っ
て
い
た
神
界
が
、「
岩
戸
開
き
」

に
よ
り
、
い
よ
い
よ
明
る
い
世
界
と
な
り
、

神
界
の
神
々
を
は
じ
め
、
天
地
、
世
界
の
和

合
が
行
わ
れ
た
意
義
深
い
神
事
と
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
神
さ
ま
の
経
綸
と
し
て
大

切
な
神
事
が
行
わ
れ
た
弥
仙
山
は
、
大
本
に

と
っ
て
ゆ
か
り
の
深
い
、重
要
な
霊
山
で
す
。

こ
れ
ら
の
神
事
を
し
の
び
、
大
本
で
は
毎
年

４
月
28
日
の
「
岩
戸
開
き
」
の
記
念
日
に
、

弥
仙
山
祭
典
を
執
行
し
て
い
ま
す
。

金
きん

峰
ぷ

山
せん

神社
祭神：木花咲耶姫命

弥仙山祭典当日、山頂の金峰山神社では、午前 11 時から祭典が執行されます

於
お

成
なり

神社
祭神：彦火々出見命

金峰山神社祭典に引き続き、中腹に

ある於成神社に参拝

於成神社祭典終了後、麓にある水分神社、八幡神社に礼拝。そ

の後、八幡神社では、地元の方々による甘酒接待が行われます

水
みくまり

分神社（三十八社）
祭神：天ノ水分大神・国ノ水分大神　

八
はちまん

幡神社
祭神：八幡大菩薩 他


